
これからの建築における

集成材の役割

　昭和56年11月20目礼幌市において，北海道集成材工業会などの主催，北海道林務部後援
による「集成材に関する懇談会」が開催された。その中から（財）日本住宅木材技術センタ
ー上村武理事長，（株）梓設計永田定敬計画部長の講演と，質疑のあらましを紹介する。

集成材という材料

（財）日本住宅木材技術センター
　　理事長　上　村　　武 氏

　集成材は言うまでもなく，
木材を高度に加工した工業製
品である。木材の持つもろも
ろの材料的長所はことごとく
残しながら，その欠点とされ
る収縮・膨張や狂いの発生は
十分におさえられており，耐

久性も大きく，許容応力度も素材より大きい。
　集成材構造の最初の建物は，1893年スイスのバ
ーゼルに建てられた音楽堂で，スパン40ｍの 3こ
う節アーチが用いられている。その後，数年の間
に耐水性接着剤で作られた集成材は欧州各国に広
まり，1930年代に米国に渡った。始めはカゼイン
による接着で，もっぱら農業用の建物に使われて
いたが，1942年にフェノール，レゾルシノール樹
脂接着剤が開発され，屋外使用に対する信頼性が
もてるようになり，用途が拡大していった。
　我が国においては1940年当初に素材を接着して
木構造物の部材を製作した例もあるが，実大の材

料として建築に用いられたのは，1951年に建てら
れた森林記念館(東京)のアーチが始めてである。
その後，体育館，工場，教会，住宅等に広く用い
られるようになったが，欧米にだいぶ遅れて始ま
った我が国の集成材建築は，かなりかた寄った発
展をしてきた。生産額が圧倒的に化粧ばりのもの，
造作材に集中し，構造材でも化粧柱が大部分であ
ることが，何よりも雄弁にそれを物語っている。
昭和54年の生産量約30万ｍ3の内訳は構造用 4に                      
対して造作用が 6であり，しかも構造用の92％が
化粧ばりである。それはそれなりに日本的美意識
の表れであり，かって昭和新宮殿の造営に際して
大量に使用されたことを見ても明らかである。
　しかし，欧米では集成材が化粧ばりもせずに，
造作に，構造に，そして特に大型の構造物に日常
的に使われていることを知るべきであろう。我が

3 こ う 節 ア ー チ



これからの建築における集成材の役割                    

国の建築基準法や，鉄鋼業界のＰＲ及び廉価な供
給など諸外国とは異なる点もあり，集成材建築は
高くつくと言う人もいるが，それは設計の仕方，
発注の仕方にかかっていると思われる。最近建て
られた広島県木材利用センター（ 2階建て，延床
面積約400ｍ2）には構造用集成材が30万円／ｍ3程
度で供給されている。この建物は始め鉄筋コンク
リート造を想定して設計されたが，敷地が埋立地
のため，くいが必要とされ，地質調査の結果，基
礎部分に相当のコストがかかることがわかり，急
きょ構造用集成材を用いた木造建築に設計を変更
し，建てたものである。トータルコストを計算す
ると最初の鉄筋コンクリート造の場合よりも約 1
割安く出来たと言うことである。さらに広島県で
は昭和57年度にこれに付属した建物を建てる予定
であり，ここにも集成材を使うことに決定したと
聞いている。これは鉄筋コンクリート造の場合と
比較して重量が約1／2.5となっていることから，
地耐力の期待できない敷地にも十分適用できると
言うメリットを生かした好例だと思う。
　なお，集成材は一般に大断面になることから火
災にあった場合，表面の炭化によって内部が保護
され，燃焼がそれ以上容易には進行しないため，
鉄骨よりも安全性が高いと言われている。米国で
はかなり早くからこのことが評価され，耐火構造
としての扱いがなされている。我が国においても,
実際の火災例や実験を通じてこの性能がようやく
確認され，現在，建設省では集成材による木構造
物に対しては，建築基準法第21条第 1項（木造は
高さ13ｍ，軒高 9ｍ以下）の制限を緩和するため
法令の整備を行っているようである。これを契機
として集成材建築が更に興隆することを切に望み
たい。外国のようにスパン100ｍもあるものを作
らなくとも，せめて10，20，30ｍ程度の素晴らし
い建物が続々と建つようメーカー，建築設計者・
施工者が一体となって努力すべきである。集成材
と言うユニークな材料が，日本の建築の中にます
ます生かされることを心から希望する次第であ
る。


